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インフラ分野のDX推進本部の開催状況
（インフラ分野のDXアクションプラン第２版、 i-Construction2.0）

○令和４年３月に、各施策の取組概要や具体的な工程を明らかにした「インフラ分野のDXアクションプラン」を
策定。 令和５年８月に第２版に改定。

〇また、令和６年４月には、建設現場の将来像への取組として、i-Construction 2.0～建設現場のオートメーション化～を公表

令和2年 7月29日 第1回
—インフラ分野のDX推進本部の立ち上げ

令和2年10月19日 第2回
令和3年 1月29日 第3回

—インフラ分野のDX施策の取りまとめ

令和3年11月 5日 第4回
令和4年 3月29日 第5回

—インフラ分野のDXアクションプランの策定

令和4年 8月24日 第6回
—インフラ分野のDXアクションプランの

ネクスト・ステージに向けた挑戦を開始

令和5年 3月22日 第7回
— 「インフラ分野の DX アクションプラン第２版」とりまとめ に向けて
— インフラ分野の DX アクションプラン第２版 骨子（案）

※４月21日 骨子 記者発表

令和5年 7月26日 第8回
－「インフラ分野の DX アクションプラン第２版」の改定について

令和6年 4月5日 第9回
－ i-Construction ２．０ 建設現場のオートメーション化について

インフラ分野のDX推進本部（本部長：国土交通省技監） 開催実績

インフラ分野のDXアクション２（令和５年８月）

デジタル技術の活用状況を示したインフラDXマップ

i-Construction 2.0 建設現場のオートメーション化（令和６年４月）
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インフラ分野のDXで目指す姿

デジタル技術とデータの力により、インフラの生産性を高めるとともに、新たな価値
を創出するためには、絶え間ない業務変革を組織的に実施することが必要

変革し続ける組織

実現を目指す20～30年後の将来の社会イメージの例（第５期 国土交通省技術基本計画より）

国土交通省に関連する分野におけるSociety5.0の具体例とも言える、上記の「将来の社会イメージ」を実現すべく、

①国土、防災・減災 ②交通インフラ、人流・物流 ③くらし、まちづくり

④海洋 ⑤建設現場 ⑥サイバー空間

インフラ分野のDXアクションプラン２
インフラ分野のDXの
目指すべき将来像

 i-Construction 2.0で具体化
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i-Construction 2.0 （建設現場のオートメーション化）

建設現場のオートメーション化の実現に向け

を開始！

～①施工②データ連携③施工管理を３本柱としてオートメーション化の取組を推進～

年度までに
実現する目標

省人化

・持続可能なインフラ整備・維持管理
体制の構築

・少なくとも省人化3割、すなわち
生産性1.5倍を実現

安全確保

・建設現場の死亡事故を削減

働き方改革・新３Ｋ

・屋外作業のリモート化・オフサイト化

i-Construction 2.0で実現を目指す社会（イメージ）

遠隔・自動で
完成検査

ICT技術で建設現場
を効率的に管理 AIが工程・安全を

コントロール

建設現場の
完全無人化

非接触で
地質の調査が可能に

ロボットに最適化
された作業環境に

誰でも遠隔でロボット・
建機を操作できる

危険な場所でも
自動で作業できる

無人で道路・橋が
できあがる
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オープンデータの政府の動向
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〇 政府は、公開データの形式等のオープンデータに関する基本的ルールなどを基本指針
として示しており、国土交通省においても、その方針に沿った取組が必要。
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インフラ分野のDXアクション２ より



Ministry of Land、 Infrastructure、 Transport and Tourism

今後の進め方（案）



今後の進め方（案）

２０２４年１０月３１日 インフラ分野のDX推進本部

２０２５年 春ごろ インフラ分野のDX推進本部

①政府のオープンデータ化の取組
②国土交通省のインフラ分野におけるオープンデータ関係

（各局の取組共有）

・ 国土交通省のインフラ分野における
オープンデータ方針とりまとめ
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